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ぬ ま づ 議 会 だ よ りぬ ま づ 議 会 だ よ り

九
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

第
二
回
（
九
月
）
定
例
会
は
、
九
月
十
四
日
に
招
集
さ
れ
、
十
月

十
四
日
ま
で
の
三
十
一
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
一
般
会
計
決
算
議
案
等
三

十
六
件
と
議
員
提
出
議
案
一
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
議
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

市
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は

問　

市
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
鉄
道
高
架
や
エ
コ
な
ど
手
法
が

先
行
し
、
具
体
的
な
目
的
が
見
え
な
い

と
考
え
る
が
、
市
長
が
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
の
具
体
的
な
方
向
性
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
線
に
よ
り
市
街
地
が
分
断
さ

れ
て
い
る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
提

案
さ
れ
た
も
の
が
鉄
道
高
架
事
業
を
中

心
と
し
た
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
北
交
通
が

改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鉄
道
跡
地
や

高
架
下
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
新
た
な
空
間

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
空
間
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
具
体
的
な
導
入
機
能
を
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な
か
に
自
然
を
ふ

や
す
こ
と
や
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
な
ど
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、

市
民
の
意
識
に
エ
コ
を
根
づ
か
せ
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、

低
炭
素
社
会
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
議
会
と
議
論

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

各
種
計
画
の
課
題
と�

�

改
善
の
取
り
組
み
は

問　

本
市
で
は
総
合
計
画
を
初
め
多
く

の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
は
、
縦
割
り
行
政
に
な
り
や
す
い
、

総
括
的
な
把
握
が
難
し
い
こ
と
な
ど
の

課
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
認
識
と
改
善
策
は
。

答　

市
政
の
推
進
に
当
た
り
、
総
合
計

画
を
最
上
位
に
位
置
づ
け
、
体
系
的
な

考
え
の
も
と
に
具
体
的
な
事
業
計
画
等

を
策
定
し
て
い
る
が
、
細
分
化
さ
れ
た

行
政
課
題
や
行
政
計
画
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
庁

内
検
討
会
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
全
庁

的
に
情
報
を
共
有
し
、
横
断
的
な
施
策

の
検
討
、
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
各
種

計
画
や
個
々
の
事
業
の
進
捗
状
況
の
把

握
は
、
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中

で
定
期
的
に
進
捗
管
理
及
び
評
価
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
新
た
な
計
画
策
定

や
事
業
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
明

確
な
進
捗
管
理
や
評
価
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
る
な

ど
の
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
努

め
、
わ
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

沼
津
駅
南
北
自
由
通
路
の
実
現
は

問　

新
展
示
イ
ベ
ン
ト
施
設
を
含
む
東

部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
数
年

後
に
完
成
す
る
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
伴
い
沼
津
駅

南
北
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
駅
南
北
自
由
通
路
の
実
現

に
向
け
た
対
応
状
況
は
。

答　

沼
津
駅
付
近
に
お
け
る
歩
行
者
の

回
遊
性
向
上
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
は
、

抜
本
対
策
で
あ
る
沼
津
駅
鉄
道
高
架
事

業
の
推
進
を
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
架
化
完
成
ま
で
は
長

期
間
を
要
す
る
た
め
、
暫
定
的
な
南
北

自
由
通
路
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
他
市

の
事
例
な
ど
の
情
報
収
集
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▲沼津駅周辺の南北回遊性向上を


